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総合誌

※括弧内は前月比

加茂那備神社百手祭
少子化のため５年振りとなった加茂の百

手祭（弓祭り）です。３名の小学生が役主

となり、的に矢を放ち悪魔退散を祈ります。

的を狙う表情は真剣そのもの。

か　も　な　 び じんじゃ も も でまつり

５月１２日（月）

現在 100km・50km 合わ

せて 1３２名が参加申込さ

れました。北は北海道、南

は長崎までの全国２７都道

府県、１外国（ﾌﾗﾝｽ）の広い

範囲からのｴﾝﾄﾘｰ状況です。



町政運営基本方針

２

　

本
町
の
経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
な
ど
の
財
政
指
標
は
、
徐
々
に
改
善
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
危
険
ラ
イ
ン

を
維
持
し
た
ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
危
機
的
な
財
政
状
況
か
ら
脱
し
、
安

定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、

本
町
で
は
、
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
に

基
き
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
そ
の
検
証
を
行

い
な
が
ら
、
引
き
続
き
職
員
給
与
費
等
の
削

減
や
、
退
職
勧
奨
制
度
等
に
よ
る
職
員
定
数

の
適
正
化
は
も
と
よ
り
、
施
設
管
理
に
関
す

る
経
費
の
節
減
等
、
さ
ら
な
る
行
政
の
ス
リ

ム
化
に
よ
る
経
費
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、

施
設
の
跡
地
利
用
や
統
廃
合
に
よ
る
問
題
点

に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
し
ま
す
。

　

町
税
等
の
滞
納
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
納
税
推
進
室
を
中
心
に
全
庁
体
制
で

取
り
組
み
ま
す
。

●
観
光
振
興
と
離
島
交
通
対
策 

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
策
定
さ
れ

た
「
観
光
振
興
計
画
」
の
具
現
化
に
取
り
組

み
ま
す
。
今
や
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
超
高

速
船
な
ど
交
通
基
盤
の
整
備
や
、
「
お
も
て

な
し
の
心
」
の
向
上
を
図
り
、
訪
れ
た
人
に

と
っ
て
満
足
度
の
高
い
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
振
興
に
関
わ
る
人
材
育
成
を

推
進
し
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
観
光
産
業

の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
年
目
と
な
る
隠
岐
空
港
の
ジ
ェ
ッ
ト
便

に
つ
い
て
は
、
島
根
県
や
隠
岐
空
港
利
用
促

進
協
議
会
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
昨
年

同
様
の
搭
乗
率
達
成
に
努
め
、
交
流
人
口
の

平
成
20
年
度

町
政
運
営
基
本
方
針

平
成
20
年
度

町
政
運
営
基
本
方
針

自
主
自
立
・
定
着
元
年

　

と
し
て
全
力
を
傾
注

自
主
自
立
・
定
着
元
年

　

と
し
て
全
力
を
傾
注

　

平
成
20
年
第
１
回
隠
岐
の
島
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
松
田
町
長
は
、
町
政
運
営

の
基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

財
政
状
況
と

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み

３
町政運営基本方針

●
安
全
・
安
心
・
快
適
な
地
域
づ
く
り

　

町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
災
害
や

犯
罪
等
か
ら
守
り
、
安
全
で
安
心
な
住
民
生

活
を
確
保
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
と
一

体
と
な
っ
た
危
機
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
道
及

び
県
道
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
の
整
備
、

河
川
・
砂
防
の
整
備
の
促
進
、
漁
港
や
集
落

環
境
の
整
備
な
ど
の
推
進
を
図
り
、
海
上
交

通
の
拠
点
で
あ
る
西
郷
港
の
整
備
を
促
進
し

ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
公
共
下
水
道
、
集
落
排
水
及
び
浄
化
槽

設
置
事
業
を
推
進
し
、
併
せ
て
居
住
環
境
の

改
善
や
公
衆
衛
生
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、

水
質
浄
化
等
に
努
め
ま
す
。

●
人
材
育
成

　

隠
岐
を
誇
り
に
思
う　

隠
岐
び
と　

の
心

を
育
て
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
、
医
療
等
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
多
彩
な
人
材
育
成
を
展
開
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
を
託
す
に
相
応
し
い
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
、
学
校
、
職

域
等
の
連
携
の
も
と
、
学
校
と
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
学
習
活
動
を
通
し
た
青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
島
内
外
の
人
材
や
情
報
を
広
く
活
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
地
域
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
も
努
め
ま
す
。

●
竹
島
領
土
権
確
立
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
17
年
県
議
会
に
お
い
て
「
竹
島
の

日
」
が
定
め
ら
れ
、
平
成
18
年
に
は
、
国

会
で
「
竹
島
の
領
土
権
の
早
期
確
立
に
関
す

る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
竹
島

問
題
に
つ
い
て
の
国
民
世
論
が
高
ま
り
、
そ

の
波
紋
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
論
を
更
に
高

め
、
県
及
び
「
竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐
期
成

同
盟
会
」
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
も
引
き
続
き
竹
島
問
題
を
所
管
す
る
組
織

の
設
置
を
国
に
働
き
か
け
ま
す
。

里山活性化を促進するためのバイオマス・タウン構想

新隠岐病院の建設に向け準備室を設置

”

”

拡
大
や
、
さ
ら
に
は
、
東
京
・
羽
田
空
港
か

ら
の
直
行
便
の
就
航
を
目
指
し
ま
す
。

　

航
路
対
策
に
つ
い
て
は
、
就
航
後
10
年
が

経
過
し
た
超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
２
の
保
証

期
間
が
平
成
22
年
に
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
運
行
・
船
隻
体
制
に
つ
い
て
、

そ
の
方
向
性
を
決
定
す
る
考
え
で
す
。

●
産
業
の
振
興
と
企
業
誘
致
、

雇
用
・
定
住
対
策

　

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
の
活
性
化
が
、
観
光
を
基

軸
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も
極

め
て
重
要
で
す
。
ま
た
、
本
町
が
持
つ
あ
ら

ゆ
る
地
域
の
資
源
を
活
か
し
て
新
た
な
産
業

を
創
出
す
る
こ
と
が
、
地
域
経
済
の
自
立
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

農
林
業
で
は
、
「
地
産
地
消
」
の
徹
底
と

拡
大
を
、
畜
産
業
で
は
、
「
隠
岐
の
放
牧
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
、
水
産
業
で
は
、

観
光
産
業
と
の
連
携
の
も
と
、
新
鮮
な
隠
岐

の
魚
貝
類
の
提
供
や
水
産
物
需
要
の
拡
大
を

図
り
、
水
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

企
業
誘
致
、
雇
用
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
展
開
の
指
針

と
な
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
本
年
は
、
本
町
が
目
指
す
林
業
の

復
興
に
よ
る
里
山
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策

定
し
、企
業
誘
致
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
若
者
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｔ
産
業
に
つ

い
て
は
、
県
が
創
設
し
た
支
援
制
度
を
活
用

し
、
地
域
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
の
実
現

に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
医
療
・
福
祉

　

全
国
に
共
通
す
る
深
刻
な
問
題
で
あ
る
医

師
不
足
は
、
本
町
に
お
い
て
も
、
医
師
の
招

聘
が
益
々
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
島

の
存
続
を
も
揺
る
が
す
よ
う
な
厳
し
い
現
実

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
応
と
し
て
、
行
政
組
織
の
見
直
し

を
行
い
、
新
た
に
医
師
招
へ
い
の
担
当
部
署

を
設
け
て
、
県
及
び
隠
岐
広
域
連
合
と
連
携

を
図
り
、
医
師
の
招
へ
い
に
更
に
努
力
を
傾

注
し
ま
す
。

　

新
隠
岐
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
費

の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
る
運
営
費
負
担
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
平

成
24
年
４
月
の
開
院
に
向
け
て
、
隠
岐
広
域

連
合
や
島
根
県
と
協
議
を
行
い
、
本
年
度
か

ら
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
福
祉
事
務
所
と

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
生
活
困
窮

者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
人
へ

の
自
立
支
援
、
母
子
及
び
寡
婦
へ
の
支
援
、

高
齢
者
へ
の
支
援
及
び
子
育
て
支
援
な
ど
、

地
域
の
実
態
に
即
し
た
き
め
細
や
か
な
対
応

に
よ
る
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
り

ま
す
。



平成20年度予算

４

　
　
　

成
20
年
度
の
当
初
予
算
は
一
般
会
計

　
　
　

が
１
３
１
億
７
０
０
万
円
で
、
前
年

と
比
較
し
て
６
・
９
％
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
町
の
財
政
は
、
町
税
等
の
自
主
財
源
が

非
常
に
乏
し
く
、
地
方
交
付
税
や
国
県
の
補

助
負
担
金
に
財
源
の
多
く
を
頼
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
県
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。
国
の
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
抑
制
を

受
け
、
公
共
事
業
費
の
縮
減
を
は
じ
め
と
す

る
行
財
政
改
革
に
よ
る
歳
出
全
般
の
抑
制
を

図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
村
合
併
時
か
ら

の
比
較
で
は
保
健
福
祉
関
係
費
が
制
度
改
正

等
に
よ
り
増
額
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
人
件

費
や
物
件
費
の
大
幅
な
削
減
に
よ
り
予
算
規

模
は
縮
減
し
て
い
ま
す
。

131億700万円131億700万円一般会計当初予算一般会計当初予算 131億700万円一般会計当初予算
（特別会計予算　54億3,715万円）

自
主
・
自
立
定
着
元
年
へ

隠
岐
の
島
町
平
成
20
年
度
予
算

平
成
20
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

 【分担金及び負担金】
・・・保育所の保育料、給食費、
老人ホーム入所措置負担金
など
 【使用料及び手数料】
・・・公共施設の使用料と、
住民票交付などの手数料
 【財産収入】・・・町の財産
を売った代金や、基金の利
子など
 【繰入金】・・・基金（貯金）
などから一般会計に繰り入
れた額
 【地方譲与税】・・・国税と
して徴収され、地方へ配分
される税
 【地方交付税】・・・所得税、
法人税、酒税などの国税か
ら地方へ配分される税
 【国県支出金】・・・国や県
からの特定事業のための補
助金
 【地方債（町債）】・・・地
方自治体の借金
 【扶助費】・・・生活保護費、
児童手当、児童扶養手当な
ど福祉の法令に則って支給
される費用
 【補助費】・・・各種団体に
対する負担金、補助金など
 【繰出金】・・・一般会計と
特別会計、または特別会計
どうしで支出される費用

ちょっと解説

歳入歳入歳入

 【自主財源】
25億1229万円(19.2%)
町税、各種手数料など、
町が直接収入する財源。

 【依存財源】
105億9471万円(80.8%)
国や県から交付される
もので、使途の制限が
ないものと制限付きの
ものがあります。現在
比率が８割に達してお
り、文字通り財源を依
存している形になって
います。

歳出歳出

 【義務的経費】
73億1126万円(56%)
人件費、公債費など、
支出が義務的で任意で
は削減できない経費

 【投資的経費】
7億5487万円(6%)
普通建設事業費、災害
復旧事業費など、支出
の効果が以降何年かに
及ぶ経費

 【その他】
50億4087万円(38%)
上記以外の経費

町税
14億9千万円

国県支出金
14億2千万円

町債
16億円

分担金及び負担金
3億6千万円

使用料及び手数料
1億7千万円

財産収入
8千万円

繰入金
1億8千万円

その他
2億4千万円

譲与税及び交付金
3億3千万円

地方交付税
72億4千万円

自主財源
19.2％

依存財源
80.8％

投資的経費
7億5千万円

公債費
37億9千万円

人件費
23億1千万円

扶助費
12億円

物件費
12億円

補助費
14億9千万円

繰出金
11億9千万円

維持補修費
9千万円

その他
10億9千万円

その他経費
50億6千万円

義務的経費
73億円

平

５
平成20年度予算

目的別の目的別の
 歳出内訳 歳出内訳
目的別の
 歳出内訳

●農林水産業費

８億３，５９２万円 （６．４％）

農業委員会、畜産、土地改良、林業基盤、
水産振興、漁港管理・建設、水産基盤整
備など

●商工費

１億９,１９５万円 （１．５％）

商工総務・振興、観光、自然保護など

●土木費

４億５,３２３万円 （３．４％）

土木、道路新設改良・維持、河川管理・改良、
港湾管理、空港対策、住宅建設、都市計画、
下水道など

●消防費

４億２，１８１万円 （３．２％）

常備消防、非常備消防、消防施設維持管理、
水防など

●教育費

８億３,５４７万円 （６．４％）

教育委員会、学校管理・建設、公民館、
文化会館、文化財保護、図書館、体育施設、
奨学金など

●公債費

３７億９，７３４万円 （２９．０％）

町債（借金）の元金・利子の返済、及び
一時借入金の利子など

●議会費

　１億０,８４９万円　（０．８％）

議員・事務局職員の人件費、
議会運営や議会広報発行など

●総務費

１４億６,７１３万円 （１１．２％）

一般・人事・庁舎・公有財産等の管理、企画、
広報、戸籍、選挙、徴税、統計、電算、
地籍など

●民生費

２６億５,７２２万円 （２０．３％）

社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、国
民年金事務、児童福祉、保育所、乳幼児
等医療、公園管理など

●衛生費

１１億３，５５６万円 （８．６％）

衛生総務、生活習慣病対策、母子保健、
診療所、環境衛生、斎場、ゴミ、し尿な
ど

●労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費

１２億０，２８８万円 （９.２％）

雇用促進対策、中小企業、基金への積み
立て、不測の支出に備えての費用など

町民一人あたりの歳出予算額

79万817円
（前年比-4万1,166円）

※人口16,574人として（平成20年2月１日現在）

１人あたり・１世帯あたりの、生活に身近な予算

●借金の返済(公債費)

　町民１人あたり 22万9,1１4円

●保育所運営費(私立５、公立５)

　運営費 6億4,717万円

　園児１人あたり(562人) 115万1,541円

●小学校運営費(１１校) 1億4,740万円

　児童１人あたり(７８４人) 18万8,013円

●中学校運営費(６校) 1億544万円

　生徒１人あたり(489人) 21万5,624円

●ごみ処理費 2億1,432万円

　１世帯あたり(7,368世帯) 2万9,088円

●高齢者対策

　高齢者福祉費 9億6,402万円

　高齢者(６５歳以上)1人あたり 18万325円

予算額

19億325万円

5億117万円

4億9,793万円

13億5,174万円

1,746万円

2,073万円

2億327万円

4,824万円

25万円

3億5,336万円

特別会計（9会計）及び水道事業企業会計

訪問看護事業

老人保健医療

へき地診療所事業

簡易水道事業

下水道事業

駐車場事業

国民健康保険施設勘定

会　計　区　分

国民健康保険事業勘定

5億3,975万円上水道事業（企業会計）

中財産区

54億3,715万円合計

後期高齢者医療保険事業



６
まちのできごと

３月１日 ３月３日

３月１３日

３月９日

　隠岐の島町地域自立支援協議会（会長 池田幸雄

氏） は障害者の保健福祉の増進と相談支援事業をは

じめとする地域における障害福祉に関するシステムづく

り等定期的な協議の場として福祉関係者を中心に平成

19年3月に発足しました。 今回はその研修の場として

島根県立大学より高橋憲二教授をお招きし、｢障害者

自立支援法をとりまく状況｣と題した講演会を役場ふれ

あいセンターで開催しました。

高橋教授は以前「仁万の里」 の所長をされていたことも

あり、 本町の福祉の現状に精通しておられ、 事業者や

利用者のネットワークの強化、 障害者ニーズの把握、

地域生活支援事業の充実など多くの課題を提示され、

約70名の参加者は福祉関係者や地域が今後すべきこ

とについて数多くのことを学びました。

　３月３日（月）、 新隠岐空港初のチャーター便が就航しま

した。 行き先は沖縄県の八重山諸島で、 先に出雲空港か

ら９８名が隠岐空港に到着、 隠岐から出発する５２名を加

えて総勢１５０名が搭乗しました。 このチャーター便は民間

の旅行会社の企画ですが、 隠岐空港の活用にもなることか

ら今回、 初便出発にあたって出発式を行うこととなったもの

です。

　搭乗者や関係者で行われた出発式では、 松田町長らに

より機長、 キャビンアテンダント、 そして搭乗者代表の３名

に花束が贈られ、 チャーター便の就航を祝いました。

　今までジェット便の就航は夏の２ヶ月間限定とされていまし

たが、 このチャーター便の就航で隠岐空港の活用方法とし

て新たな可能性が広がったと言えるでしょう。

　隠岐の冠婚葬祭には欠かせない隠岐そばですが、 一口

に隠岐そばといっても地域によって麺やダシに微妙な違いが

あります。 そんな各地域を代表するそばが一堂に会した「隠

岐そば祭り」 が、 ３月９日（日） 役場本庁駐車場で開催さ

れました。 町内の６つの生産団体がそれぞれ１００食ずつ、

計６００食を提供。 当日の好天もあってか多くの人でにぎわ

い、 整理券は１５分で完売となる人気となりました。

　一昨年１０月頃から隠岐の島町に住みついている「さ

っちゃん」 ことコウノトリ「幸」 は今も元気です。 最近は

五箇地区だけでなく平地区や池田地区の田んぼでエサ

を探していたり、 原田地区や津井の池で見かけたという

情報もあり、 今や島じゅうを飛び回っているようです。

このたび、　「幸」 の飛来をあたたかく見守り、 また重栖

干拓地にいる野鳥を観察しようと計画された観察施設

が、 この度宝くじ助成事業の支援を受け完成しました。

　本格的な春もすぐそこです。 ぜひ観察にお越しくださ

い。

隠岐空港から沖縄へ ジェット機チャーター便が出発

野鳥観察施設「コウノトリの館」完成!

「ご当地隠岐そば」が集合 隠岐そば祭り

モー太郎に見送られて出発

隠岐の島町地域自立支援協議会が
研修会を開催

７
まちのできごと

　島根県が特産品として栽培を推進している新野菜「あす

っこ」 は、 栄養価が高く、 地元野菜の供給量が特に減

少する時期に収穫を迎える野菜として期待されています。

　しかし、 島内ではまだなじみがない野菜のため、 どうや

って食べたらおいしいのかを情報提供する必要がありま

す。 そこで２月２２日（金）、 隠岐の島町で「あすっこ」 の

試験栽培に取り組んでいるトマト会（代表： 斉藤律子氏、

会員１２名） が提案した料理５品を作り、生産者と栄養士、

関係者らで試食、 品評会が開催されました。

　「食感がよい」 「色鮮やかで彩りによい」 など感想はおお

むね好評で、 今後さらに調理法を検討し、 販売戦略と栽

培面積の拡大に意欲をみせています。

しまね生まれの新しい野菜“あすっこ”試食会

３月２日
・３月１５日

　住んでいても意外とよく知らない隠岐の島を知ろうと、 ３

月２日（日）と１５日（土）の２回に渡って「隠岐学入門講座」

が開催されました。 ２日の第１回は「隠岐の島町と民話　

～語りの魅力を考えよう～」 と題して、 酒井董美 出雲か

んべの里館長が講演を、 伯耆民話の会の龍田美智子さ

んが隠岐の民話を見事な隠岐弁で語りました。

　１５日に行われた第２回は「郷土の歴史から学ぶ竹島問

題」 と題して、 島根県竹島研究顧問の杉原隆さんが竹

島問題の経緯や問題点について、 歴史的な観点から講

演されました。

　２日とも会場の図書館研修室は満員となるにぎわいで、

郷土に対する関心の深さがうかがえました。

”わがとこ”を知ろう　隠岐学入門講座開催

２月２２日

第１回の様子。龍田さんの語りに聞き入りました

まちづくりの指針まちづくりの指針まちづくりの指針

隠岐の島町総合振興計画を策定しています隠岐の島町総合振興計画を策定しています隠岐の島町総合振興計画を策定しています

　隠岐の島町では、 将来のまちづくりの指

針となる「隠岐の島町総合振興計画」 の

策定に取り組んでいます。

　計画の策定にあたっては、 町民（小中高

校生、 20代、 30代） へのアンケートを実

施したところですが、 今後も対話集会、 パ

ブリックコメント (意見公募 )、 シンポジウム

の開催など、 多くの町民のみなさんからの

ご意見やご提案をいただきながら、 進めて

いきます。

　現在、 １２名の委員による審議会に諮問

し、 審議をいただいていますが、 これらの

課程を通して、 『まるい輪の中 心行き交う 

やすらぎのまち～みんなの手によるまちづく

り～』 の実現をめざした計画にしていきたい

と考えています。

今後も、「広報」「お知らせ便」で、策定状況や計画概要についてお知らせします。まちづくりへのご意見をお寄せ下さい。

ご意見・お問い合わせ　役場企画財政課 企画調整ご意見・お問い合わせ　役場企画財政課 企画調整係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  電話電話：2-8566 FAXFAX：2-6005 メールメール：kikakuzaisei@town.okinoshima.shimane.jp

隠岐の島町総合振興計画策定スケジュール（予定）

平

成

２０

年

３

月

３月３日

　第１回審議会

３月下旬

　第２回審議会

４
月

４月下旬

　第３回審議会

５
月

５月下旬

　第４回審議会

６
月

町

長

策

定

推

進

本

部

会

提案・議決 議会

3/15  町民対話集会

3/22 町民対話集会

（会場：ふれあいセンター）

○パブリックコメント
・広報・お知らせ便

・町ホームページ
・本庁支所窓口閲覧

５月下旬 シンポジウム開催

（隠岐島文化会館）



９
まなびのひろば

８
まなびのひろば

大満寺での沢登り

あごだし作り作業体験高齢者との交流会

藤野 要さん（今津）町の元気印町の元気印町の元気印町の元気印
第24回第24回

　今回の元気印は、結成２７年目を迎えた隠岐太鼓保存会の藤野要さんです。藤野さんは隠岐

太鼓保存会に入って１０年、今年２月から演奏部１２名のリーダーです。入会したきっかけは

「今津の神楽をやっている知人に半ば強引に誘われて。握手したら終わりでした（笑）」とのこと。

その縁で隠岐太鼓のメンバーであった奥さんと結ばれる御利益もありました。

　練習は毎週月・木曜日の２日間で平の旧ライスセンターで８時から９時半まで。太鼓の楽し

みは「打ち終わった後の爽快感！それと飲み会です。活動の中心はしげさパレードやきんにゃ

もにゃ祭りなど島内イベントでの演奏や、老人ホームの慰問も行って

います。演奏のあと、おじいちゃんやおばあちゃんが元気になったよ

うな感じがして、それがうれしいです。」と語ってくれました。

　今、リーダーとしての悩みは「メンバーが減ってきていること。演

奏部は２０代から３０代のメンバーが半数以上いるので、練習の際に

気軽にのぞいてみてほしいです。ホームページもあるので、興味のあ

る方はアクセスしてみてください。」

　今後の目標は「当面は昨年作った『息吹』という曲を完璧にすること。

それから隠岐太鼓は創作太鼓ですが、結成当時からの曲が２０曲ほど

あるんです。それを伝承すること。演奏もですが楽譜も作れればいい

なと思います。あとは今のメンバーのカラー、その時代のカラーが打

ち出せればいいと思っています。」

　これからも心を震わせる時空（とき）の音を隠岐に響かせてくださ

い。頑張れ、藤野さん！

隠岐の島町教育委員会
TEL ０８５１２-２-２２０６
Mail okidogo@mx.miracle.ne.jp

～ し ま の た か ら も の ～～ し ま の た か ら も の ～ Ｖｏｌ．７Ｖｏｌ．７

はじめてのえほん大盛況！

としょかん ●開館時間 10時 ～18時
●休 館 日（月曜日・第３日曜日・祝日）
※祝日が月曜、第３日曜と重なった
　場合は翌日も休館

隠岐の島町立図書館
電 話 08512-2-2341

ＦＡＸ 08512-2-9198
メール s-tosho@mx.miracle.ne.jp

　０歳児健診の機会に、隠岐の島町で生まれたす

べての赤ちゃんと保護者にメッセージを伝えな

がら絵本を手渡す活動「ブックスタート」が始ま

って１年が経とうとしています。

　ブックスタート事業が始まってから、図書館で

毎週行われている０歳児から３歳児までのお子

様を対象とした読み聞かせの会「はじめてのえほ

ん」への参加者が増えました。多くの方が読み聞

かせに興味を持っておられることを嬉しく思い

ます。また、読み聞かせの時間の後には同じ年代

のお子様を持つ保護者同士が情報交換などをし

て、コミュニケーションの場のひとつとなってい

るようです。

　「はじめてのえほん」は毎週火曜日の１０時半

から行っています。参加をお待ちしています。

語りの会に参加しませんか
　月１回程度メンバーが集まって民話を語る会を行

いたいと考えています。３月の隠岐学入門講座で語

りをされた龍田美智子さんを中心とした会です。

　この会で語りの魅力を味わい、次世代に郷土の民

話を語り継いでいきませんか。メンバーを募集して

います。詳しくは隠岐の島町図書館まで。

ミニコンサート「春の宵、男声合唱の調べ」開催
　４月１８日（金）午後７時から隠岐の島町図書館研

修室で上記のコンサートを開催します。

　隠岐に男声合唱のハーモニーを響かせようと２０

年前から活動されている隠岐グリークラブのメンバ

ーによるコンサートです。朗読をはさんだ全６、７曲

の予定です。男声でしか表現できない特有の響をお

楽しみください。
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スポーツ安全保険
全国1,000万人のスポーツ保険

　平成２０年度のスポーツ安全保険の加入受付が３月から始まりました。

　この保険は、５名以上の団体でスポーツや文化活動、奉仕活動を行う

際の事故や第三者に与えた損害を補償するものです。パンフレット・申

込書は、各公民館・教育委員会・総合体育館に置いてあります。詳しくは、

隠岐の島町教育委員会生涯学習課（電話２－２１２６）までお問い合わ

せ下さい。

隠岐海苔田の鼻
海苔田の鼻は、中村港の南側の一角に突き出し

た岬です。岬上には青松、前面には琴島を控

え、鎧岩・兜岩とともに見事な景観を作り出し

ています。その景観美が名勝に、鎧岩の国内で

も有数といわれる放射状節理が昭和13年5月

に国の天然記念物に指定されています。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
平
成
18
、
19
年
度
の

２
年
間
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、「
豊

か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体

験
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

の
小
学
校
、
中
学
校
、
隠
岐
高
校
、
隠
岐
水

産
高
校
及
び
、
隠
岐
養
護
学
校
で
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

米
作
り
や
野
菜
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る

勤
労
生
産
体
験
、
自
然
や
伝
統
文
化
に
関
わ

る
体
験
、
異
校
種
交
流
や
異
年
齢
交
流
、
社

会
奉
仕
、
福
祉
体
験
、
植
栽
活
動
、
ス
キ
ー

体
験
等
、
各
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
も
ふ
る
さ

と
教
育
等
を
通
じ
て
行
っ
て
き
た
活
動
の
幅

を
広
げ
た
り
、
掘
り
下
げ
た
り
す
る
ほ
か
、

新
た
な
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
「
体
験

活
動
」
の
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
達
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
員
と
し
て
地
域
の
大
人
達
、
子
供
同
士

の
関
わ
り
あ
い
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
活
動

や
遊
び
を
通
じ
て
様
々
な
集
団
活
動
や
体
験

活
動
を
経
験
し
、
自
身
の
人
間
性
・
社
会
性

を
高
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
社

会
構
造
の
変
化
か
ら
地
域
の
連
帯
感
、
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
進
み
、
様
々
な
「
体
験
」

を
通
じ
て
自
身
の
成
長
を
促
す
機
会
が
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
「
体
験
活
動
」
が

持
つ
役
割
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
も
地
域
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
達

の
豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
の
育
成
の
た
め
、

充
実
し
た
「
体
験
」
活
動
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

ふじの かなめ



１０
公民館コーナー

　

布
施
公
民
館
事
業
『
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
講

座
』
が
、
西
郷
公
民
館
職
員
を
講
師
に
招
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
２
月
６
日
、
13
日
、
27
日
の
３
回

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
参
加
者
は
18
名
で
し
た
。

以
前
に
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
経
験
者
や
初
め

て
作
る
人
な
ど
、
様
々
な
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
座
中
は
、
隣
同
士
で
教
え
あ
っ
た
り
、

色
合
い
な
ど
を
講
師
に
相
談
し
な
が
ら
和
気

あ
い
あ
い
と
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
い
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
毎
回
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
、
参
加
者
の
中
に
は
開
始
時

間
よ
り
も
早
く
に
来
て
作
り
始
め
る
人
も
い

た
ほ
ど
で
し
た
。

　

途
中
の
回
を
欠
席
し
た
人
も
自
宅
で
空
い

た
時
間
を
利
用
し
て
作
っ
た
り
、
ご
近
所
同

士
で
集
ま
り
、
積
極
的
に
バ
ッ
グ
作
り
を
し

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
、
レ

ジ
袋
の
使
用
や
ゴ
ミ
の
排
出
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
エ
コ
」

を
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
作
っ
た
エ
コ
バ

ッ
グ
を
使
い
、
実
際
に
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
中
々
台
所
に
立
つ
機
会
が
無
い
男

性
を
対
象
に
、
３
月
２
日
、
都
万
保
健
セ
ン

タ
ー
（
陽
里
）
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
調
理
に
先
立
ち

役
場
保
健
課
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
す
る
お
話

し
を
行
い
、
日
々
の
食
生
活
と
健
康
に
つ
い

て
勉
強
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
腹
周
り

が
気
に
な
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
皆
真
剣
に
お
話
し
を
聞
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

健
康
の
お
話
し
の
後
に
い
よ
い
よ
、
調
理

実
習
に
入
り
ま
す
。
隠
岐
の
島
町
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
都
万
支
部
の
皆
さ
ん
の
指
導

を
受
け
、
今
回
の
実
習
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

「
さ
ば
の
み
そ
煮
」
、「
中
華
風
酢
の
物
」
、「
け

ん
ち
ん
汁
」
の
各
班
に
分
か
れ
て
調
理
に
か

か
り
ま
す
。
意
外
に
皆
さ
ん
手
際
が
良
く
、

も
た
つ
く
事
無
く
着
々
と
調
理
を
こ
な
し
て

い
き
、
指
導
の
方
も
感
心
し
て
見
て
い
ま
し

た
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
調
理
実
習
を
終
え
、
ご
は
ん

が
炊
き
あ
が
る
の
を
待
っ
て
試
食
を
行
い
ま

布
施
公
民
館

布
施
公
民
館

都
万
公
民
館

都
万
公
民
館

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！

エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
講
座
開
催

エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
講
座
開
催

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！

ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！

エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
講
座
開
催

エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
講
座
開
催

男
の
料
理
教
室

男
の
料
理
教
室

男
の
料
理
教
室

男
の
料
理
教
室

初めて作る人にも丁寧に分かりやすく教え
ていただきました。

材料はダンボールをリサイクルした物を使用
（古紙の利用100％！）

エプロン姿もさまになっています！

し
た
。
一
部
の
料
理
に
つ
い
て
は
献
立
表
の

分
量
計
算
を
間
違
え
て
い
た
の
か
、
さ
ば
の

み
そ
煮
が
み
そ
汁
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
味
は
ま
っ
た
く
問
題
無
く
、
全

員
「
う
ま
い
、
う
ま
い
」
と
お
い
し
く
完
食

で
き
ま
し
た
。 

　

都
万
公
民
館
で
は
今
後
も
隠
岐
の
島
町
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
都
万
支
部
及
び
、
役

場
保
健
課
と
一
緒
に
、
男
性
料
理
教
室
を
企

画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
生

活
と
健
康
を
考
え
る
い
い
機
会
で
す
の
で
、

男
性
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

１１
お知らせ

身
体
障
害
者
等
の
方
の

軽
自
動
車
税
を
免
除
し
ま
す

４
月
１
日
よ
り
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

発
給
事
務
を
開
始
し
ま
す

大
卒
警
察
官
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

　

本
町
で
は
心
身
に
障
害
を
有
す
る
方
が
積

極
的
に
社
会
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
軽

自
動
車
税
を
免
除
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
左
別
表
に
該
当
す
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
障
害
の
程
度
が
「
Ａ
」
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
一
級
及
び
二
級
の

障
害
を
有
す
る
方

④
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
（
一

定
の
条
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

●
対
象
と
な
る
車

　

原
則
と
し
て
、
身
体
障
害
者
等
の
方
が

所
有
・
運
転
す
る
軽
自
動
車
一
台
で
す
。

（
普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

た
だ
し
、
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

や
、
軽
自
動
車
の
構
造
が
身
体
障
害
者
等

の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
特
別
の
仕
様
に

製
造
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

あ
り
ま
せ
ん
。●

申
請
方
法

　

免
除
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
①
減
免
申
請
書
に

②
身
体
障
害
者
手
帳
等

③
自
動
車
検
査
証
④
運

転
免
許
証
を
添
え
て
、

納
期
限
の
７
日
前
（
平

成
20
年
度
は
４
月
21
日
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
申
込
先
・
問
合
せ
先

　

隠
岐
の
島
町
役
場

　

税
務
課
住
民
税
係

　

電
話　

２-

８
５
７
４

　

旅
券(

パ
ス
ポ
ー
ト)

の
申
請
・
交
付
の
手

続
き
が
、
県
か
ら
町(

役
場)

へ
移
り
ま
す
。

○
開 

始 

日　

平
成
20
年
４
月
１
日

○
窓　
　

口　

役
場
１
階 

町
民
課
戸
籍
住
民
係

○
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
８:

30
～
17:

15

土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始(

12
月
29

日
～
１
月
３
日)

は
休
み
で
す
。

※

県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
隠
岐
支
庁
等

の
窓
口
で
は
４
月
１
日
以
降
、
申
請
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場

合
に
は
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
取
り

扱
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係

　

電
話　

２-
８
５
６
０

　

県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

電
話　

０
８
５
２-
27-

８
６
８
６

障害の区分 障害の級別

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

乳幼児期以前の非
進行性の脳病変に
よる運動機能障害

上肢機能

移動機能

心臓機能障害

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸
の機能障害

小腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能

１級から３級までの各級及び４級の１

２級及び３級

３級

３級（喉頭摘出による音声機能障害が
ある場合に限る）

１級から２級までの各級

１級から６級までの各級

１級から３級までの各級及び５級

１級及び２級（１上肢のみに運動機能
障害がある場合を除く）

１級から６級までの各級

１級、３級及び４級

１級、３級及び４級

１級、３級及び４級

１級、３級及び４級

１級、３級及び４級

１級から３級までの各級
障害

　昨年８月２８日～３１日にかけての豪雨に伴う洪水
により、大久地内の大久川に架かる寺空橋が落橋し、
左岸護岸が被災しました。そのため、路線バスの部分
運休や人家連担地の町道を迂回路にさせて頂くなど、
ご不便をお掛けてしているところですが、この度、寺
空橋の復旧に向けて、橋台・場所打杭・取付護岸の工
事に着手しますのでお知らせいたします。なお、寺空
橋の完成は上部工(桁架設)工事や現道とのすり付け工
事を行った後の平成２１年１月頃を予定しています。
　工事期間中は工事に伴う騒音・振動等でご迷惑をお
かけしますが、早期復旧に向けて安全第一で作業を進
めていきますので、引き続きご理解とご協力をお願い
いたします。

寺空橋の災害復旧工事着手について

■工事内容                               

 事業主体 島根県

 主要工種 橋台工２基、

　　　　 場所打杭工１２本

　　　　 取付護岸工 162 ㎡

 工事期間 平成20年2月15日

　　　　　　　　～9月30日

 施工業者 金田建設(株)

■橋梁概要

 橋梁名 寺空橋　橋 種　プレストレストコンクリート道路橋

 橋 長　 19.0m　有効幅員 7.0m　設計荷重 B 活荷重

●問い合わせ先

 ・島根県隠岐支庁県土整備局 維持管理部 維持グループ

　  川本・田中 電話 2-9761

 ・金田建設株式会社 土木部 清水・浜田 電話 2-1421

■現在の状況

　

既
卒
者
で
、
今
年
10
月
に
採
用
予
定
の
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
第
１
次
試
験
日　

５
月
11
日(

日)

　

▽
試
験
会
場　

松
江
市
、
浜
田
市

　

▽
申
込
期
間　

３
月
24
日
～
４
月
18
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　

消
印
有
効

※

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試
験
の
受
験
案

　

内
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　

電
話
０
８
５
２-

２
２-

５
４
３
８



１３
職員給与・定員管理 職員給与・定員管理

１２

隠岐の島町職員の給与・定員管理等を公表します

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（２） 職員給与費の状況（普通会計決算） （３） 特記事項

１ 総括

（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在）

（２） 職員の初任給の状況（平成１９年４月１日現在）

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

（１） 期末手当・勤勉手当

３ 職員の手当の状況

区 分

１８年度

区 分

区 分

隠岐の島町

一般行政職

区 分 隠岐の島町 島根県 　 国

隠岐の島町

1人当たり平均支給額（平成１８年度）

（平成１８年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

3.0 月分 1.45 月分

（ － ）月分 （ － ）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算 5～10％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算 5～20％

（平成１８年度支給割合）

期末手当 勤勉手当

3.0 月分 1.45 月分

（ 1.6 ）月分 （ 0.75 ）月分

国

―

一般行政職

大 学 卒

高 校 卒

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

技能労務職

区 分

町 長

助 役

教 育 長

管 理 職

その他の職員

給料月額

25.0％

20.0％

19.0％

12％～14％

8％～12％

管理職手当

30％引下げ

１８年度

人

人

（注）１ 平成１７年度決算統計に基づいて算出しています。

２ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。

２ 職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。（特別会計の職員は除く）

（注）下段の（ 　 ）内は、８％減額後の額です。

（注）（ 　 ）内は、再任用職員に係る支給割合です。

（注）１ 一般行政職とは、税務職、福祉職（保育士）、看護・保健職、技能労務職などを除いたものです。

２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの

　 すべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされて

　 いるものです。

16,699

２８３

15,633,665

1,105,017 117,531

 170,200 円

(156,584)

 138,400 円

(127,328)

1,610 千円

 170,200 円

 138,400 円

 170,200 円

 138,400 円

42.2 歳 276,343 円 304,370 円44.0 歳 315,481 円 379,464 円

455,594 1,678,142 5,930

50,206 2,396,069 15.3 16.5

千円

千円 千円 千円 千円 千円

平成１９年度は次のとおり給与の減額措置を行いました。

千円 千円 ％ ％

住民基本台帳人口

（平成１８年度末）

歳 出 額

　 　 Ａ

職員数

　　 Ａ

一人当たり

給与費Ｂ/Ａ

実 質 収 支

給 与 費

給 料 職員手当 計 Ｂ期末・勤勉手当

人 件 費

　 　 Ｂ

（参考）

１７年度の人件費率

人 件 費 率

　 Ｂ／Ａ

平成２０年度も引き続き、町長２５％、副町長

２０％、教育長１９％、管理職１２～１４％、その

他の職員８～12％の給与の減額措置を行う

予定です。

（２） 退職手当（平成１９年４月１日現在）

（３） その他の手当（平成１９年４月１日現在）

４ 特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在） ５ 部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

隠岐の島町

手 当 名

区 分 給 料 月 額 等

内容及び支給単価
国の制度
との異同

同じ

同じ

異なる

同じ

教育部門

消防部門

合 計

計

職 員 数区 分

部 門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生

農林水産
商 工
土 木

小 計

病 院

水 道

下水道

その他

小 計

国の制度と
異なる内容

対象年
増減数

交通用具の区

分及び距離の

区分が異なる

扶養手当

住居手当

通勤手当

初任給調整手当

定年前早期退職特別措置（5～30％加算）58歳未満対象
退職時特別昇給：平成21年度までに限る

勧奨退職の場合12号（58歳対象）

1人当たり平均支給額 21,539千円

配偶者 13,000円
２人（配偶者扶養） 6,000円
１人（配偶者非扶養） 6,500円
１人（配偶者なし） 11,000円
その他 5,000円
特定期間（満16歳年度初めから満22歳年度末）の子の加算 5,000円

借家・借間居住者
①家賃23,000円以下の場合
家賃－12,000円

②家賃23,000円を超える場合
11,000円＋（家賃－23,000円）×1/2

持ち家居住者
新築・購入から5年間 2,500円

交通機関利用者
最高支給限度額 55,000円

交通用具（自動車等）利用者
2km～40以上 3,000円～32,000円

医師、歯科医師等採用の困難な職種に支給

定年前早期退職特別措置（2～20％加算）

支給率区分 自己都合 勧奨・定年 支給率区分 自己都合 勧奨・定年

国

町 　 長

副 町 長

教 育 長

町 　 長

副 町 長

教 育 長

備 考

町 　 長
副 町 長
教 育 長

議 　 長
副 議 長
議 　 員

議 　 長

副 議 長

議 　 員

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成１８年度に退職した職員に支給された平均額です。

535,350 円
（ 737,800 円 ）

501,760 円
（ 627,200 円 ）

448,254 円
（ 553,400 円 ）

268,000 円
（ 297,000 円 ）

222,000 円
（ 246,000 円 ）

185,000 円
（ 205,000 円 ）

（平成17年度支給割合）

3.35月分

（平成17年度支給割合）

3.3月分

平成19年

2
86
14
61
38
14
6

13

9

7

22

38

321

［ 347 ］

△8

［ 0 ］

329

［ 347 ］

9

7

18

34

0

0

4

4

283

234

295

244

49 51

2
91
14
55
47
15
6

14

0
△5
0
6

△9
△1
0

△1

△2

△10

△12

平成18年

（算定方式）
73.78万円×在職年数×500/100
（１期の手当額） 1,475.6万円
（支給時期） 任期毎

62.72万円×在職年数×300/100
（１期の手当額） 752.64万円
（支給時期） 任期毎

55.34万円×在職年数×230/100
（１期の手当額） 509.128万円
（支給時期） 任期毎

23.50 月分

33.50 月分

47.50 月分

59.28 月分

23.50 月分

33.50 月分

47.50 月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

30.55 月分

41.34 月分

59.28 月分

59.28 月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置

給

料

報

酬

普
通
会
計
部
門

　　　　

会
計
部
門

公
営
企
業
等

一
般
行
政
部
門

期
末
手
当

退
職
手
当

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。

２［ 　 ］内は、条例定数の合計である。

（注）１ 給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。

２ 退職手当の「１期の手当額は」、４月１日現在の給料月額及び支給率に
基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込み額である。

●お問い合わせは

隠岐の島町役場総務課職員係 電話2－2111



１５
広　　告

中国電力（株）
隠岐営業所

島根県隠岐
合同庁舎

西郷湾

国道４８５号線

Ｐ

ドコモショップ隠岐店

行事予定

１４

 1日

 2日

 3日

 4日

 5日

 6日

 7日

 8日

 9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

布施の山伏マラニック 7:30～（布施地区）

隠岐国分寺蓮華会舞 13:00頃～（国分寺）

年金相談 13:00～16:00（ふれあいセンター）

人権相談 13:00～16:00（文化会館）

隠岐いぐり凧まつり 10:00～（旧隠岐空港滑走路）

山祭り・帯裁ちの神事（布施）

しゃくなげ祭（五箇村上家しゃくなげ園）～５月11日まで

山祭り・帯締めの神事（布施）

年金相談 9:00～12:00（ふれあいセンター）

9:00～（隠岐高校グラウンド）
第６２回全隠岐陸上競技選手権大会

●生活保護相談・母子相談
　隠岐の島町福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日８：３０～１７：００
●児童相談
　隠岐の島町子育て支援室
　　℡２－８５７７　平日８：３０～１７：００
●保健所相談窓口
　隠岐保健所　℡　２－９７０１
●島根いのちの電話
　社会福祉法人島根いのちの電話事務局
　　℡0852-32-5985　毎日　９：００～２２：００
●警察の相談窓口電話
　被害者相談　　℡0120－556－491
　悪質商法　　　℡0852－27－4649
　性犯罪　　　　℡0120－110－267
　ストーカー　　℡0852－24－9110
●隠岐法律相談センター予約受付
　　℡0852－21－3450
　※前日1７：０0までに予約が０件の場合は
　　開催しませんのでご了承ください。

各種相談窓口お気軽にご相談ください！

復活！隠岐国分寺蓮華会舞

火

火

水

木

金

土

日

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

月

火

水

水

木

金

土

日

月

隠岐法律相談13:00～15:00（文化会館）※有料・要予約

昭和の日

ピックアップ

図書館休館

図書館休館

図書館休館

図書館休館

国分寺の火災で昨年の公演

が中止となった蓮華会舞で

すが、蓮華会舞保存会によ

る再生への取り組みにより、

見事に復活を果たし、今年

は例年通り開催されること

となりました。

４月２１日（月）

隠岐国分寺境内

と　きと　き

ところところ

　「しまね版特区」は、地域で取り組もうとして

いる事業が、様々な規制により実施が困難なと

きに、規制の特例措置を設けることによってそ

の実現をはかる制度です。

　市町村、民間事業者など、どなたでも申請

可能です。

●申請受付期間

　４月10日（木）～ ５月21日（水）

●問い合せ先

　島根県地域政策課まちづくり支援グループ

　電話0852－22－6234

「しまね版特区」申請受付



総総合誌隠岐の島４月号合誌隠岐の島４月号  
(通算第４２号)

■編集・発行 
隠岐の島町役場総務課広報広聴係 

〒６８５－８５８５ 

島根県隠岐郡隠岐の島町城北町１番地 

TEL (08512)2-2111（代表） 

FAX (08512)2-6005 

 

一
・
月
・
一
・
話

一
・
月
・
一
・
話

早
い
も
の
で
隠
岐
の
島
町
が
誕
生
し
て
か
ら

こ
の
４
月
で
３
年
半
。
こ
の
度
、
そ
の
第
１
号
か

ら
か
か
わ
っ
て
き
た
広
報
の
担
当
を
離
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

本
誌
「
総
合
誌
隠
岐
の
島
」
は
平
成
16
年
11

／
12
月
合
併
号
で
始
ま
り
、
こ
の
平
成
20
年
４

月
号
で
通
算
42
号
を
数
え
、
隠
岐
の
島
町
の
歴

史
と
と
も
に
歩
み
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
歩
む
で
あ
ろ
う
長
い
歴
史
の
中
で
３
年
半
と
い

う
の
は
ほ
ん
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歴

史
が
始
ま
る
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
初
は
白
紙
の
状
態
か
ら
新
た
な
広
報
誌
を

立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
す
中
で
満
足
な
も
の
が
お
届
け
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
方
か

ら
叱
咤
激
励
を
受
け
た
お
か
げ
で
係
員
一
同
発
奮

し
、
今
年
の
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
部
門
で

１
席
、
写
真
部
門
で
特
選
を
受
賞
す
る
な
ど
、
な

ん
と
か
一
定
の
水
準
の
紙
面
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
欄
の
執
筆
も
今
回
が
最
後
で
す
。
毎
回
無

い
知
恵
を
必
死
に
絞
っ
て
書
く
辛
い
コ
ー
ナ
ー
で

し
た
が
、
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
安
）

   

   

 
世 数

人口

男

女

帯

お し4
表紙題字　　脇田 泰造氏（下西）

３
月
16
日
（
日
）、
釜
の
佐
々
木
家
住
宅

で
東
郷
・
今
津
神
楽
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
公
演
は
、
重
要
文
化
財
の
佐
々
木
家

住
宅
を
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
地
域
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
神
楽
の
保
存
・
伝
承
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
３
回
目
と

な
り
ま
す
。

こ
の
日
演
じ
ら
れ
た
の
は
天
降
り
の
神
話

を
基
に
し
た
「
一
番
立
て
」、
暴
れ
る
愛
宕

の
神
を
イ
ザ
ナ
ギ
尊
が
退
治
す
る
「
愛
宕
」、

大
胴
の
曲
打
ち
が
見
所
の
「
切
部
」
の
３
演

目
。
い
ず
れ
も
力
の
こ
も
っ
た
演
技
で
、
訪

れ
た
約
80
人
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

外
で
は
餅
や
サ
ザ
エ
ご
飯
な
ど
の
販
売
も

行
わ
れ
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
催
し
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「愛宕」の一場面。勇壮な掛け声とともに展開します

早
春
の
佐
々
木
家
に

神
楽
ば
や
し
が
こ
だ
ま
す
る

早
春
の
佐
々
木
家
に

神
楽
ば
や
し
が
こ
だ
ま
す
る

佐
々
木
家
住
宅 

東
郷
・
今
津
神
楽
公
演

佐
々
木
家
住
宅 

東
郷
・
今
津
神
楽
公
演

●募集期間 平成２０年５月１２日（月）まで 
●お問合せ TEL０８５１２－２－８５７５ 
〒685-8585 島根県隠岐郡隠岐の島町城北町１番地 
隠岐の島町観光商工課内 隠岐の島ウルトラマラソン事務局 

①５月１２日（月）までが募集期間です。島外のお知り合いの方へ

宣伝をお願いします。 

②今大会から大会終了後に２０：３０発（予定）のフェリーチャータ

ー便が出航します。中国地方の方なら当日の夜には帰宅が可能と

なりました、強調してお伝え下さい。 

③過去大会での「応援メッセージ」がきっかけで、ランナーとの交流

が続いておられるご家庭は、ぜひ来島を促すメッセージをお送り

下さい。 

なんと！フランスからエントリーがありました！！ 
インターネットを通じて、隠岐の島ウルトラ情報を知

り、ご夫婦での参加申込みをされました。１週間程度は滞

在して隠岐の島を楽しみたいとのご希望です。 

エントリー者県別ランキング（３月１２日現在） 
第１位 大阪府  １９名 

 第２位 東京都  １２名 

 第３位 島根県  １１名 

  〃  神奈川県 １１名 

 第５位 兵庫県  １０名 

 第６位 広島県   ８名 

  〃  京都府   ８名 

現在 100km・50km 合わ

せて 1３２名が参加申込さ

れました。北は北海道、南

は長崎までの全国２７都道

府県、１外国（ﾌﾗﾝｽ）の広い

範囲からのｴﾝﾄﾘｰ状況です。
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